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令和 4年（2022 年）１月１日（土曜日）

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
展
望

　

―
―
環
境
相
就
任
か
ら
約
２
カ

月
。
振
り
返
っ
て
の
所
感
を
。

　

大
臣
就
任
以
来
、
国
際
会
議
へ

の
参
加
、
福
島
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
皆
様
と
の

意
見
交
換
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
中
で
、
環
境
省
が
取
り

組
む
課
題
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た

る
の
み
な
ら
ず
、
今
後
の
日
本
の

針
路
を
決
め
る
上
で
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　

ま
ず
は
脱
炭
素
の
取
り
組
み
。

私
も
参
加
し
た
国
連
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
の
歴
史
的
な
成
功

に
よ
り
、
世
界
的
な
脱
炭
素
競
争

が
加
速
し
、
我
々
に
も
さ
ら
な
る

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
く
。
30
年

度
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減
、
さ

ら
に
50
％
の
高
み
に
向
け
挑
戦
を

続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
50
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ

と
は
、
人
類
と
し
て
必
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
わ
が

国
の
経
済
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
と
い

う
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
、
福
島
県
を
訪
問

し
、
福
島
県
知
事
・
双
葉
町
長
・

楢
葉
町
長
・
富
岡
町
長
・
大
熊
町

長
と
の
面
会
を
行
っ
た
他
、
中
間

貯
蔵
施
設
を
視
察
し
た
。
実
際
に

現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
首
長

や
住
民
等
と
も
意
見
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
環
境
省
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
福
島
の
復
興
・
再

生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
全
力
で

進
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
生
物
多
様
性
Ｃ
Ｏ
Ｐ

15
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
通
し

て
、
次
期
世
界
目
標
の
キ
ー
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
「30by30

」
目
標

の
大
き
な
意
義
を
認
識
し
た
。

　

今
年
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
成
果
を
踏

ま
え
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
く
「
実
行
」
の
年
。
国

内
で
は
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
の

選
定
な
ど
に
よ
り
、
「
脱
炭
素
ド

ミ
ノ
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を

尽
く
す
。
脱
炭
素
社
会
を
は
じ
め

と
す
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
本
年
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
の
皆
様
と
心
を
合
わ
せ

て
政
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

―
―
大
臣
も
出
席
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
の
評
価
、
成
果
は
。

　

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
は
、
気
温

上
昇
を
１
・
５
℃
に
抑
え
る
た
め

に
、
さ
ら
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
迅

速
、
大
幅
か
つ
持
続
的
に
削
減
し

て
い
く
こ
と
が
新
た
に
合
意
さ
れ

た
。
従
来
は
努
力
目
標
だ
っ
た
１

・
５
℃
が
こ
の
よ
う
に
位
置
付
け

ら
れ
た
こ
と
は
、
歴
史
的
な
成
果

だ
と
考
え
て
い
る
。
あ
ま
り
報
じ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
合
意
の

実
現
に
は
日
本
が
貢
献
し
て
い
る
。

　

岸
田
総
理
が
首
脳
級
会
合
に
出

席
し
、
途
上
国
支
援
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
等
を
表
明
さ
れ
た
こ
と

が
、
合
意
形
成
に
向
け
て
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
。

　

加
え
て
、
長
年
の
宿
題
と
な
っ

て
い
た
、
パ
リ
協
定
６
条
の
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
実
施
指
針
が
日
本

の
提
案
を
ベ
ー
ス
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
こ
と
も
今
回
の
合
意
形
成

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
日
本

は
こ
の
分
野
に
つ
い
て
多
く
の
知

見
を
蓄
積
し
て
お
り
、
今
回
の
全

体
の
交
渉
妥
結
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
は
私
も
、
各

国
と
の
二
国
間
協
議
等
で
そ
の
根

回
し
に
努
め
た
。
合
意
に
向
け
た

機
運
情
勢
と
い
う
点
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
に
お
い
て
日
本
の
果
た
し
た
役

割
は
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
成
果
を
受
け
、
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
世
界
的
に
拡
大
し
、

企
業
の
脱
炭
素
ビ
ジ
ネ
ス
の
促
進

が
期
待
さ
れ
る
。
わ
が
国
と
し
て

も
、
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の

拡
大
等
を
通
じ
、
そ
の
後
押
し
を

進
め
て
い
く
。

　

―
―
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る

排
出
削
減
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る

が
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
今
後
の
展
開
は
。

　

わ
が
国
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
に
13
年
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
17
カ
国
の

パ
ー
ト
ナ
ー
国
と
と
も
に
２
０
０

件
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
、
30
年
度
ま
で
に
累
計
で
約
２

千
万
㌧
‐
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
量

が
す
で
に
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

21
年
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
で
は
、
Ｊ

Ｃ
Ｍ
は
「
30
年
度
ま
で
の
累
積

で
、
１
億
㌧
‐
Ｃ
Ｏ
２
程
度
の
国

際
的
な
排
出
削
減
・
吸
収
量
の
確

保
」
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
30

年
度
ま
で
に
現
状
の
５
倍
程
度
に

す
る
べ
く
、
予
算
面
も
含
め
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

６
条
交
渉
を
リ
ー
ド
し
、
世
界

に
先
駆
け
て
Ｊ
Ｃ
Ｍ
を
実
施
し
て

き
た
わ
が
国
と
し
て
は
、
①
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
・
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
Ｊ
Ｃ
Ｍ
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
拡

大
や
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
等
の
国
際

機
関
と
の
連
携
②
民
間
資
金
中
心

の
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
拡
大
③
各
国
の
政
府

職
員
や
事
業
者
の
能
力
構
築
支
援

等
に
よ
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
世

界
的
拡
大
へ
の
貢
献
と
い
う
３
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
世
界

の
脱
炭
素
化
に
貢
献
し
て
い
く
。

　

―
―
30
年
度
46
％
削
減
、
50
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
「
勝
負
の
10
年
」
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
国
内
の
脱
炭
素
社

会
に
向
け
た
重
点
的
な
施
策
、
展

望
は
。

　

30
年
度
の
新
た
な
削
減
目
標
の

達
成
は
、
決
し
て
容
易
な
も
の
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動

員
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
の
合
意
を
経
て
、
こ
れ
か
ら

は
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ス
テ

ー
ジ
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
結
果
を
岸
田

総
理
に
報
告
し
た
際
も
、
「
こ
れ

か
ら
長
い
道
の
り
で
大
変
だ
が
、

　

山
口
壮
環
境
相
は
、
２
０
２
２
年
を
50
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
く
「
実
行
」
の
年
だ
と
強
調
。
国
内
で
は
「
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

す
と
語
っ
た
。
脱
炭
素
化
に
向
け
た
国
内
外
の
施
策
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
や
生
物
多

様
性
保
全
、
福
島
の
復
興
・
再
生
な
ど
、
今
年
の
環
境
政
策
の
展
望
に
つ
い
て
山
口
氏
に
聞
い
た
。

２０５０年カーボンニュートラルへ「実行」の年

〝脱炭素ドミノ〟実現に向け全力尽くす
脱
炭
素
化
の
『
実
行
』
に
向
け
て

国
内
体
制
の
充
実
等
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
の
指
示
が
あ
っ

た
。
環
境
省
は
、
脱
炭
素
化
に
積

極
的
に
取
り
組
む
地
域
や
企
業
を

後
押
し
し
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
複
数
年
度
に

わ
た
る
継
続
的
・
包
括
的
な
支
援

ス
キ
ー
ム
と
し
て
22
年
度
概
算
要

求
に
「
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ

ネ
推
進
交
付
金
」
（
２
０
０
億

円
）
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
他
に

財
政
投
融
資
（
２
０
０
億
円
）
を

活
用
し
た
出
資
制
度
の
創
設
や
、

改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に

よ
る
再
エ
ネ
促
進
区
域
の
設
定
と

一
体
と
な
っ
て
、
脱
炭
素
先
行
地

域
の
創
出
に
取
り
組
む
。
成
功
事

例
の
取
り
組
み
が
他
地
域
に
広
が

る
こ
と
に
よ
る
「
脱
炭
素
ド
ミ

ノ
」
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、21
年
度
補
正
予
算
に
は
、

脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
中
小
企
業

等
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ
２

削

減
量
に
比
例
し
た
設
備
導
入
支
援

を
盛
り
込
ん
だ
。
加
え
て
、
「
食

と
く
ら
し
の
『
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

・
ポ
イ
ン
ト
』
推
進
事
業
」
も
活

用
し
な
が
ら
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
。

　

―
―
環
境
省
が
脱
炭
素
社
会
に

向
け
た
政
策
の
基
盤
と
位
置
付
け

る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
Ｃ

Ｐ
）
の
導
入
の
意
義
、
今
後
の
展

望
は
。

　

Ｃ
Ｐ
の
価
格
効
果
に
よ
っ
て
、

資
金
の
流
れ
を
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
必
要
な
投
資
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
誘
導
す
る
と
と

も
に
、
脱
炭
素
化
に
寄
与
す
る
財

・
サ
ー
ビ
ス
が
選
択
さ
れ
や
す
い

状
況
を
作
り
出
し
て
い
く
。

　

加
え
て
、
Ｃ
Ｐ
の
収
入
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
社
会
実
装
を
支
援
し
、
経
済
成

長
に
貢
献
で
き
る
。
経
済
界
で

は
、
環
境
に
対
す
る
投
資
が
経
済

成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う
発
想
が

根
付
き
つ
つ
あ
り
、
Ｃ
Ｐ
に
対
す

る
前
向
き
な
考
え
も
出
て
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

21
年
末
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

税
制
改
正
大
綱
で
は
、
検
討
事
項

と
し
て
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
向
け
た
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ

ク
ス
」
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
Ｃ

Ｐ
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
環
境
省
が
税
制
改
正
要
望
を

行
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
と
い
う
趣
旨
だ

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

環
境
省
と
し
て
は
、
政
務
三
役

な
ど
に
よ
る
全
国
行
脚
を
行
う
と

と
も
に
、
経
済
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
に
耳
を
傾
け
、
Ｃ
Ｐ
へ
の
理

解
を
深
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
丁

寧
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

―
―
脱
炭
素
社
会
に
向
け
社
会

全
体
の
行
動
変
容
が
必
要
だ
が
、

環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
転
換
す
る
施
策
の
推
進
は
。

　

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
示
す
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
で
見
る
と
、
わ
が
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
約
６
割
は
、
住

居
や
食
事
、
移
動
な
ど
の
家
計
で

の
消
費
に
起
因
す
る
と
い
う
分
析

も
あ
る
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、
こ
う
し
た
一
人
ひ
と
り
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
脱
炭
素
型
へ

転
換
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

環
境
省
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
転
換
を
促
す
た
め
の
施
策
と
し

て
、
21
年
度
補
正
予
算
「
食
と
く

ら
し
の
『
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ポ

イ
ン
ト
』
推
進
事
業
」
を
盛
り
込

ん
だ
。
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
等
に
、
企
業
・

地
域
等
が
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
す
る

取
り
組
み
を
支
援
す
る
事
業
だ
。

　

こ
う
し
た
具
体
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
付
与
を
き
っ
か
け
に
、

国
民
に
積
極
的
・
自
主
的
な
行
動

変
容
を
促
し
て
い
く
。

　

―
―
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

法
の
意
義
、
ポ
イ
ン
ト
、
今
後
の

展
開
は
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
設
計

か
ら
廃
棄
物
の
処
理
に
至
る
ま
で

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
で
、
あ

ら
ゆ
る
主
体
に
よ
る
資
源
循
環
の

取
り
組
み
を
促
進
す
る
も
の
。

　

こ
の
法
律
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は

３
つ
あ
る
。

　

１
つ
目
は
、
設
計
・
製
造
段
階

で
は
、
環
境
配
慮
設
計
の
指
針
を

策
定
し
、
指
針
に
適
合
す
る
製
品

を
国
が
認
定
す
る
こ
と
で
、
環
境

配
慮
型
の
製
品
設
計
へ
の
転
換
を

促
し
て
い
く
。

　

２
つ
目
は
、
販
売
・
提
供
段
階

で
は
、
プ
ラ
製
フ
ォ
ー
ク
や
ハ
ン

ガ
ー
の
よ
う
な
使
い
捨
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
提
供
す
る
小
売
り
・
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
、
リ
デ
ュ
ー

ス
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

　

３
つ
目
は
、
排
出
段
階
で
は
家

庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
を
一
括
で
回
収

・
リ
サ
イ
ク
ル
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
く
。

　

現
在
は
制
度
の
詳
細
を
定
め
る

政
省
令
等
の
整
備
が
大
詰
め
を
迎

え
て
い
る
。
今
後
、
事
業
者
や
消

費
者
へ
の
情
報
発
信
も
し
っ
か
り

行
い
、
22
年
４
月
１
日
か
ら
の
円

滑
な
施
行
に
向
け
て
、
万
全
を
期

し
て
い
く
。

　

―
―
19
年
の
「
大
阪
ブ
ル
ー
・

オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
受

け
て
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
国
際
枠
組
み
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
の
現
状
や
課
題
、
今
後

の
展
望
は
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は

年
々
増
え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
海

洋
へ
の
流
出
が
続
く
と
、
50
年
に

は
、
海
洋
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
量
が
海
洋
中
の
魚
の
量
よ
り

多
く
な
る
と
の
試
算
も
あ
る
。

　

22
年
２
月
に
ケ
ニ
ア
で
開
催
さ

れ
る
国
連
環
境
総
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ａ
）
で
も
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

汚
染
は
主
要
議
題
の
１
つ
。

　

将
来
の
国
際
約
束
づ
く
り
に
向

け
、
昨
年
12
月
に
は
、
日
本
政
府

と
し
て
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚

染
に
関
す
る
決
議
案
を
提
出
。
パ

リ
協
定
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
大
量
消
費
国
・
排
出
国
を
含

む
、
多
く
の
国
に
と
っ
て
参
加
し

や
す
い
枠
組
み
を
作
る
こ
と
が
重

要
。
各
国
に
も
協
力
を
呼
び
か
け

な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
国
際
約

束
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

―
―
生
物
多
様
性
に
関
す
る
新

た
な
目
標
「30by30

」
の
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
の
現
状
や
課

題
、
今
後
の
展
望
は
。

　

「30by30

」
は
、
30
年
ま
で
に

陸
地
お
よ
び
海
洋
の
30
％
を
生
物

多
様
性
の
保
全
に
貢
献
す
る
エ
リ

ア
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
。
そ
の
達
成
に
は
、
国
立

公
園
等
の
保
護
地
域
の
拡
張
だ
け

で
は
な
く
、
寺
社
林
の
よ
う
に
民

間
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
生
物
多

様
性
の
保
全
に
貢
献
す
る
区
域
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　

環
境
省
で
は
、
そ
う
し
た
民
間

の
取
り
組
み
等
が
行
わ
れ
て
い
る

区
域
を
国
が
認
定
す
る
仕
組
み
を

今
年
度
中
に
構
築
す
る
予
定
。
23

年
に
は
、
各
都
道
府
県
内
に
１
地

域
以
上
、
全
国
で
は
少
な
く
と
も

１
０
０
地
域
以
上
を
先
行
的
に
認

定
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
盛
り
込
ん
だ
「30by30

」
を
実

現
す
る
た
め
の
道
筋
、
い
わ
ゆ
る

「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
検
討
を
現

在
進
め
て
い
る
。30by30

ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
今
年
度
中
に
策
定

し
、
今
年
中
国
で
開
催
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
Ｐ
15
第
２
部
に
お
い
て
国
際
的

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
現
在
検

討
中
の
次
期
生
物
多
様
性
国
家
戦

略
に
も
組
み
込
み
た
い
。

　

―
―
最
後
に
放
射
性
物
質
の
除

染
、
中
間
貯
蔵
施
設
事
業
、
汚
染

廃
棄
物
処
理
な
ど
福
島
の
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

　

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
帰
還
困

難
区
域
を
除
き
、
８
県
１
０
０
市

町
村
の
全
て
で
面
的
除
染
が
完
了

し
た
。
ま
た
、
除
去
土
壌
等
の
中

間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
入
は
今
年
度

末
ま
で
に
お
お
む
ね
完
了
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
現
在
は
特
定
復
興

再
生
拠
点
区
域
の
除
染
・
家
屋
等

の
解
体
な
ど
の
取
り
組
み
を
重
点

的
に
進
め
て
い
る
。

　

一
方
、
国
の
約
束
で
あ
る
福
島

県
内
の
除
去
土
壌
等
の
中
間
貯
蔵

開
始
後
30
年
以
内
の
県
外
最
終
処

分
の
実
現
に
向
け
て
、
除
去
土
壌

等
の
減
容
・
再
生
利
用
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。
昨
年
11
月

に
は
私
も
中
間
貯
蔵
施
設
を
視
察

し
、
除
去
土
壌
に
つ
い
て
再
生
利

用
を
想
定
し
て
丁
寧
な
処
理
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
そ
の
必

要
性
・
安
全
性
等
に
つ
い
て
、
全

国
各
地
で
対
話
集
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
理
解
醸
成
活
動
を
抜
本
的

に
強
化
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

昨
年
12
月
18
日
に
名
古
屋
で
開
催

さ
れ
た
対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
私

も
出
席
し
、
皆
様
に
理
解
い
た
だ

く
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・

ご
質
問
に
お
答
え
し
た
。

　

ま
た
、
20
年
に
福
島
県
と
締
結

し
た
連
携
協
力
協
定
な
ど
を
踏
ま

え
、
脱
炭
素
を
は
じ
め
環
境
の
視

点
か
ら
、
地
域
の
強
み
を
創
造
・

再
発
見
す
る
未
来
志
向
の
新
た
な

環
境
施
策
も
推
進
し
て
い
る
。

　

復
興
は
い
ま
だ
道
半
ば
で
あ

り
、
環
境
省
に
と
っ
て
最
重
要
の

課
題
の
一
つ
。
今
後
も
被
災
地
に

寄
り
添
い
、
復
興
に
向
け
引
き
続

き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

（
聞
き
手
・
野
田
宜
践
）

水と環境を支え続ける

山 
口   
壮 
環
境
相
に
聞
く 

２
０
２
２
年 

環
境
政
策
の
展
望

50
創業

周年

おかげさまで創業 54周年

54
創業

年

下水汚泥乾燥 イカ内臓飼料化

オカドラの乾燥・炭化技術

美しい国日本のために…


